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はじめに

本書は3年連続の講義シリーズの第3回として開かれた「科学における社会

リテラシー3」の講享難示です。レクチャーは 2005年8月1日から5日まで総

研大葉山キャンパスで行われました。講義は1コマ90分で、30分の質%御古答

がつきます。演習などもふくめて16コマの講義を行いました。

科学技術をめぐる情勢は、急速に変化しているように思われます。咋年には

科・学技術白書が科学技術の負の倶価に言及しました。そして、「社会のための

科学」というキーワードが盛んに使われるようになっています。これは単純に

産業のための科学を意味するわけではありませんが、実際には利・学技術を産業

の基1迷と見て、産業に寄与する方向に科学のゆくえを誘導する施策がいろいろ

と行われています。基盤経費の縮小と競争n姉1究資金の拡充、国立大学の法人

化なども、その1流れの中で起きていることでしょう。本午にはサイエンス・コ

ミュニケーションがさかんに奨房力されています。これも、科・物支術産業立国を

進めるための宣洲市の役が期待されているとも見えます。

社会が科学技術の「光と影」の影響を受けるように、科学も社会の「光と影」

の影響を受けます。その中で科学老は、時には「社会から科学を守る」ために

努力する必要もあるでしょう。もちろん、利'学は社会と対立tるものではなく、

社会の中にあり、社会の一部です。利・学が存在するような社会はいかにあるべ

きか、科庁堵一人ひとりが老え、行動しなけれぱならないでしょう。「科学に

おける社会りテラシー」は、そのような科学者、学生のための牙躰的な知識と

なるものを構想しました。もちろん、科学名だけではなく、すべての人がこの
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問題を考える必要がありますが、それは「社会における科学りテラシー」の方

向です。どちらも同じ問題の両面です。

本i蒜義シリーズは、科学技術社会;命学会に協力していただきました。



「湘南レクチャー2005」開講にあたって

高畑尚之

総研大におけるレクチャーは比較的歴史が長く、全学的な事業として展開し

ている。開判爰まもなくサマーセミナーや国際シンポジウムなども実施してき

たが、それらとは異なる新しい試みとして、平成4年か5年から、当時東京工

業大学のオ諏和夫先生に音頭をとっていただき、短期合宿型のセミナーである

湘南レクチャーを劾缶している。今回の「科学における社会りテラシー」は3

回シリーズの最終回にあたる。

開講にあたり、自分の専問の学問分野に関わる、社会、技術、科学の3つの

関係について考えていることを話したい。また、このテーマが今回の湘南レク

チャー期間のどこかで議論されることを期待したい。

私の専問は、進化学である。そのなかでも、進化のメカニズムを解明する集

団遺伝学を専攻している。これは社会の役にはまったく立たない学問であると

認識されているが、村'す資生は『生物進化を考える』(岩波新書、1984年)の

中で、進化の研究の歴史を振り返りながら、最後に「人問の特権」に"虫れて、

以下のように1副商している。
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「(何億年、何百万年にも及ぶ長い進化の歴史を説明してきた後)話を現実

の世界にもどすと、われわれはすべて、大なり小なり、社会の歯車として大き

な社会樹筈の中に組み込まれ、あくせくと日常生活を送っている。こうした社

会にとって、進化論のように金もうけはおろか、実際の役にもあまり立たぬ学

問はとかく軽視されがちである。しかし、われわれが人類の由来を知りその未

来に思いをはせるのは、人間のみに許された特権である。そしてこのような思

芳を助ける点で進化の研究は重要な学問分野である。これに関連して言えるこ
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とであるが、われわれ一人一人は宇宙全体から見れぱ、時間的にも空間的にも

無限小というべき存1王でありながら、思考の過程を通しその頭の中に全宇宙を

1れることができるというのは、実にすぱらしいことではなかろうか」

世の中には、一見何の役にも立たない学問分野があるのは事実である。しか

し、その学問が社会との関係において、人間や社会全体にいろいろな景絃郡を与

えているのもまた事実であろう。たとえぱ進化論の中でも、私の専門である集

団遺伝学にっいても、これまでは何の役にも立たないと思ってぃたが、周知の

ようにゲノムの解明により、事情は一変した。いまや、遺伝恬都がもっとも基

本的なレベルで重要であるという認識が主流になってぃる。このように、ある

時点までは役に立たないと思っていたことが、実は、新しいデータの登場によ

り非常に役に立つということもある。

ゲノム利・学という新しい分野は、医療をはじめとして人間にとって大きなミ

ツシヨンをもっ学問分野を成立させた。その結果、進化学的な祝点よりも社会

への貢献という視点が強くうたわれるようになってぃる。一方、ゲノム利.学の

中においても、進化論的な考え方が重要であるという認詣以こ向かいっつぁる。

このように、従来は役に立たないと思われていた学問が実は役に立っというこ

と、しかも、櫛断と結びっき、なんらかのモノを生み出すところに社会との接

点があるということを劃昇するZ、要がある。したがって、科'学司・る行為そのも

のが社会的行為という言い方は正しく、前世紀的な自分だけのサイェンスはも

はやありえないと思う。

ところで、平成9年に先導科判肝甥"が創設された。現在、中期的な観点か

らの見直しを行っており、今後の展開が大きな影融一であるが、その中でもやは

り科学、技術、社会との関わりの中で、地邪業境問題に対して最大限できるこ

とを考える心要があると思う。

その観点から人類の歴史にっいて老えてみると、一言で言えば、モノづくり

の歴史であったと思う。猿人は5~6百万午市に登場したが、彼らはまったく

道具は使っていなかった。石器の使用は200イ何拘、火の使用は100万午前、士

器などの使用は 50 万年前くらいとされている。人類の歴史を振り返ると、技

術やモノイづくりという観点から非常に大きな相違があることが分かる。そして



現代社会を特徹づけているのは、科'学に裏打ちされた技術による大量生産、大

量消費、大量廃棄のサイクルであり、それが 20 世紀までの社会を形成してき

たと言えよう。

フォト・ジャーナリストの桃井和馬氏は、「環境破壊力泳分争生む」(朝日新閉、

2005年7月31日付朝干ID というタイトノレで、われわれが今日抱えている社会

的・政冶的"村題の+尉原は地加業境問題にあると書いている。すなわち、限られ

た資源、士地、食糧をめぐって、宗桝勺・民が矢的対立と新争が生.じているとと

らえている。

いずれにしても、20 世紀翌牙斗学技術に根ざした社会が限界に達していること

は周知の通りである。21世紀は20 世紀の延長ではないこともよく知られてい

るが、われわれ科学に携わるものとして、どう1謂売杓な社会を作るかが問われ

てぃる。すなわち、科'学者・として 21世紀に不可欠な新しい英知を生み出す責

務があるのである。この1』麹、に対して何ができるか、それぞれ1人1人が考え

て行動してほしいと思う。そして、こdオ相南レクチャ、ーがこの問題を考える契

機の1つになることを期待したい。
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